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○計画期間：６年間　令和６年度（2024年度）～令和11年度（2029年度）
○計画の推進体制：次に掲げる計画と関連性を有し、調和と連携の図られたものとする。 関係所属

・佐賀県保健医療計画 ・医務課 3

・佐賀県健康プラン（佐賀県健康増進計画） ・健康福祉政策課 3

・佐賀県歯科保健計画 ・健康福祉政策課 3

・さがゴールドプラン21（佐賀県高齢者保健福祉計画、佐賀県介護保険事業支援計画） ・長寿社会課 3

・佐賀県医療費適正化計画　 ・国民健康保険課 3

・佐賀県地域福祉支援計画 ・社会福祉課 3

・佐賀県障害者プラン ・障害福祉課 3

・佐賀県感染症予防計画 ・健康福祉政策課 3

・傷病者の搬送及び受入れに関する実施基準 ・消防保安室 3

7

10

関係所属

10

①栄養・食生活 ▶　食事の摂取方法等の啓発（ベジスタ！） 12

②身体活動 ▶　「歩く」を中心とした運動の習慣化（SAGATOCO） 13

③飲酒 ▶　アルコールが体に与える影響の啓発、飲酒に係る保健教育 13

④喫煙 ▶　喫煙・受動喫煙が体に与える影響の啓発 13

⑤歯・口腔の健康 ▶　歯科疾患と健康との関係に関する知識の啓発（くちパト） 13

・健康福祉政策課 13

・健康福祉政策課 13

・健康福祉政策課
・保健体育課

14

（３）疾病リスクの新たな管理方法の推進 　▶　ＩＴ機器やアプリ等を活用した自己管理の推進
（健康福祉政策課　健康づくり・歯科保健担当）
・SAGATOCOの血圧や健診受診などの記録機能の利用を呼び掛け、併せて、平均歩数や体重・血圧のグラフでの確
認の周知を行った。

（４）学校における取組の推進

　▶学校等と連携した循環器病に係る啓発
　　循環器病の早期発見、適切な保健管理の実施について指導

（健康福祉政策課　疾病対策担当）
自分の血圧を知らない高校生ZERO事業と称し、センターと連携して県内の高等学校に医師を派遣し、循環器病（血
圧）の講話や血圧測定を行うことで、県内の高校生に自分の血圧や起こりうる病気等への予防、対策を知ってもらう事
業を展開。今年度は県内の高等学校17校（国公私立及び特別支援学校を含む）を対象に事業を実施しており、現時点
でアンケート回答者の９割以上が「血圧について理解できた」「自分の血圧が知りたくなった」と回答している。

（１）第３次佐賀県健康プランにおける
     取組の推進

・健康福祉政策課

（健康福祉政策課　健康づくり・歯科保健担当）
・推定野菜摂取量測定器「ベジメータ」を購入し、県内各所で測定会を実施し、野菜摂取への関心を高めた。
・「SAGATOCO」を活用したウォーキングイベントの他、県民の歩く意識を高め、新たな県民の歩く機運の向上のため、
ウォーキングの他、様々なイベントを実施。また、新たに将棋の駒をモチーフにした「歩かないと、忍び寄るもの」の動画や
ポスターなど様々なプロモーションを行った。
・喫煙や受動喫煙が健康に与える影響などについて様々な広報媒体で啓発を図った。また、小学6年生と中学1年生に
対しては防煙教育を行った。また、喫煙が主な原因であるCOPDの認知度向上を図るため、SNSや新聞などで情報発
信した。
・歯科疾患と全身の健康との関係、かかりつけ歯科医を持つことの重要性について県民へ様々な方法を用いて啓発し
た。
・「歩く」「野菜」「たばこ」「歯科」の4つ取組を推進する「さが健康維新県民運動」についてSNSや企業を通じて広く県
民に啓発した。

（２）循環器病に関する正しい知識の広報・
　　啓発の推進

　▶県民に対して、循環器病の前兆、発症時の対処法、早期受診の重要性についての正しい知
識を啓発
　・　循環器病の前兆、発症時の対処法、早期受診の重要性についての啓発
　・　SNS等を活用した情報発信やマスメディアとの連携

（健康福祉政策課　疾病対策担当）
・ポスター掲示ライトアップ等、健康ハートの日に合わせた県HP、SNSで周知啓発を行った。
・佐賀県脳卒中・心臓病等総合支援センターを通じて、県民公開講座の開催等により周知啓発を行った。

県民に対する生活習慣病の予防及び正しい知識の普及・啓発ができている。

第２期　佐賀県循環器病対策推進計画（庁内関係所属一覧）

令和７年度の具体的な取組状況（予定含む）

（健康福祉政策課　健康づくり・歯科保健担当）
・第3次佐賀県健康プランの推進のため、「佐賀県健康プラン推進審議会」を開催し、県（関係各課）及び関係機関・団
体における取組等について情報共有及び今後の取組等に係る協議を行った。
・第3次佐賀県歯科保健計画の推進のため、「佐賀県口腔保健支援センター事業委員会」を開催し、県及び関係者の
今年度の取組状況を共有するとともに、来年度の取組等について協議した。
（医務課）
第8次佐賀県保健医療計画に係る説明および講演を、日本医業経営コンサルタント協会会員をはじめ、西九州大学、佐
賀西高等学校、佐賀北高等学校、佐賀東高等学校の学生を対象に実施した。
（長寿社会課）
県内の高齢者が住み慣れた地域で、安心して生活することができるよう、在宅医療と介護の連携を推進する取り組みや
市町・地域包括支援センターによる地域ケア会議や地域の通いの場等へリハビリや口腔ケア等の専門職派遣を通じた
支援等を展開し、地域の実情に応じた地域包括ケアシステムの推進に取り組んでいる。

全体目標
１.県民の健康寿命の延伸
２.循環器病の年齢調整死亡率の減少
３.一日でも早い日常生活への復帰

個別施策

１．循環器病の予防や正しい知識の普及啓発

施策 目指す姿・取組概要
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・国民健康保険課
・健康福祉政策課

16

・医務課
・消防保安室

18

・健康福祉政策課
・医務課
・障害福祉課

31

・医務課

32

・障害福祉課

33

・健康福祉政策課
　(がん対)

34

（６）循環器病の緩和ケア

多職種連携や地域連携の下、循環器病の患者の状態に応じた適切な緩和ケア体制が整備されている

　▶　患者の状態に応じた適切な緩和ケアの推進
　▶　緩和ケアに関する研修会等を通じた提供体制の充実

（健康福祉政策課　がん撲滅特別対策室）
広く県内のがん看護の充実を図り、専門的知識・技術を習得したがん看護実践能力をもった看護職員を増やし、佐賀県
内のがん看護の均てん化及び質の向上を図ることを目的に、公益社団法人佐賀県看護協会に委託し、県内に勤務する
看護職員で看護の臨床経験が３年以上且つ、がん看護の臨床経験がある者を対象にがん看護研修会を実施した。全
５日間コースを実施、24名が修了した。
（研修内容：緩和ケア、化学療法、放射線治療、がん性疼痛、がんリハビリテーション）

　循環器病の再発予防や重症化予防のために関係機関が相互に連携する体制が構築されている

（４）リハビリテーション医療等の取組 　・急性期からの一貫したリハビリテーション体制が整備されている

　▶　早期からの継続的なリハビリテーション医療の実施
（医務課）
佐賀県診療情報地域連携システム（ピカピカリンク）や地域連携クリティカルパスなどによる患者情報の共有を図ること
で、地域における連携体制の強化を推進している。

（５）循環器病の後遺症を有する者に対する
　　  支援

循環器病の後遺症を有する者への支援体制が整備されている

　▶　社会生活を円滑に営むために必要な支援体制の整備

（障害福祉課）
高次脳機能障害に関する普及啓発を目的に県民や関係者を対象とした研修会を年３回開催。
令和7年2月に高次脳機能障害の診断・評価をはじめとする受入状況調査を実施し、公表について了承を得られた医療
機関についてHPで公表している。

（２）救急搬送体制の整備

　救急救命士を含む救急隊員が、活動プロトコールに即し、適切な観察・判断・処置が実施できている

　▶　迅速な搬送体制の整備
　▶　適切な救急医療を提供できる体制の確保

（危機管理防災課　消防保安室）
必要に応じてプロトコールを改正し、メディカルコントロール体制を整備している。

（３）救急医療の確保をはじめとした循環器病
　 　　に係る医療提供体制の構築

・脳卒中/心血管疾患の急性期医療に対応できる体制が整備されている
　・専門医療スタッフによる集中的なリハビリテーション体制が整備されている

　▶　循環器病に対する医療の質の向上

　▶　疾患の特性に応じた医療の均てん化及び集約化

　▶　関係団体等との連携（佐賀県循環器病対策推進協議会の場等の活用）

　▶　急性期から回復期及び維持期・生活期までの状態に応じたリハビリの提供

(健康福祉政策課）
脳神経内科医を確保するため、佐賀大学において神経内科診療に軸足を置いた医師を配置することにより、人材育成
の強化を行い、適切な神経難病の診療ができる医師を育成していく。
（医務課）
病床機能報告および外来機能報告を活用して地域の医療提供体制の「見える化」を図り、その結果を地域医療構想調
整会議において共有するとともに、発症から在宅復帰まで切れ目のない医療提供体制を構築するため、地域医療構想
に基づく病床機能の分化・連携に取り組んでいる。
（障害福祉課）
令和7年2月に高次脳機能障害の診断・評価をはじめとする受入状況調査を実施し、公表について了承を得られた医療
機関についてHPで公表している。

２．保健、医療及び福祉に係るサービスの提供体制の充実

（長寿社会課）
脳血管疾患や心疾患等などの疾患を持つ高齢者へのケアや疾患の予防のためのケアについて、基本的な考え方を解
説した「適切なケアマネジメント手法の手引き」について、居宅介護支援事業者や介護支援専門員、関係団体、関係機
関に随時、情報提供を行っている。

施策 目指す姿・取組概要

（１）循環器病を予防する健診の普及や取組
　　の推進

健康診断・健康診査・保健指導を受診できている

　▶　特定健康診査・特定保健指導等の実施率の向上に向けた取組の推進

（国民健康保険課）
次の取組を行い、保険者の支援を実施している。
・特定健診・特定保健指導の受診勧奨広報の実施
・特定保健指導従事者の養成・資質向上のための研修の開催
・医療機関と連携した特定健診実施率向上の体制整備のため、モデル市町による効果的な取組の横展開を目指す
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40ロジックモデル 第２期推進計画に基づく循環器病対策の進捗管理について、ロジックモデルを活用す
る。

（各関係課）
　第２期推進計画に基づく循環器病対策の進捗状況や施策と解決すべき課題との連関を把握するためロジックモデル
を活用している。

（１０）循環器病に関する適切な情報提供・相談
支援

脳卒中・心臓病等総合支援センターを中心とした県における包括的な支援体制が構築されている

　▶　循環器病に関する様々な情報の周知
　▶　医療機関や地域包括支援センター等との連携・協力による個別支援の検討

（健康福祉政策課　疾病対策担当）
令和６年度に佐賀県脳卒中・心臓病等総合支援センターを開設。循環器病の患者・家族等への総合的な相談窓口を設
置し、相談支援や情報提供を行うとともに、県民への予防啓発、地域の医療機関を対象にした研修会の開催や情報提
供等を行い、患者支援体制の構築を行った。

循環器病対策を総合的かつ計画的に推進す
るために必要な事項

　１．関係者等の有機的連携・協力の更なる強化
　２．他の疾患等に係る対策との連携
　３．感染症発生・まん延時や災害時等の有事を見据えた対策
　４．循環器病対策の進捗状況の把握及び評価並びに計画の見直し

（長寿社会課）
・高齢者やその家族の支援において関係者との有機的な連携が求められている地域包括支援センターや介護支援専
門員に対して、その資質向上に必要な研修を実施している。
・高齢者の在宅医療や在宅介護に関わる専門職の有機的な連携を促進するため必要な研修や会議を開催する。

（８）治療と仕事の両立支援・就労支援

患者へのトライアングル型サポート体制が構築されている

　▶　患者の状況に応じた治療と仕事の両立支援
　▶　障害特性に応じた職業訓練や就労支援

（障害福祉課就労支援室）
コーディネーターを配置し、関係機関と連携した障害者の就労支援や障害者の態様に応じた多様な委託訓練を実施し
ている。

（９）小児期・若年期から配慮が必要な循環器
      病への対策

　若年期の循環器病患者の早期発見を行うことができる

　▶　学校健診等における小児の循環器病患者の早期発見の推進
（保健体育課）
県立学校の定期児童生徒健康診断において、心臓健診調査票による問診・心電図検査（委託先：佐賀県医師会）を小
学部1年生（特支）、中学校1年生、高校1年生に実施。また、学校医による内科検診を実施。

（７）社会連携に基づく循環器病対策・循環器
　　　 病患者支援 　▶　さがゴールドプラン２１に基づく地域包括ケアシステムの深化・推進

（長寿社会課）
・高齢者の在宅医療や在宅介護に関わる専門職が患者の情報を効率的に共有するための ICT システムの活用促進、
高齢者の入退院時における医療機関と介護支援専門員の連携ルールの普及等に取り組んでいる。
・医療・介護双方のニーズに対応する重要な社会資源である訪問看護ステーションの人員・組織体制の強化を図るた
めの支援を行っている。

資料５
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第２期佐賀県循環器病対策推進計画に関する取組状況（各団体） 

【各団体の取組】 

佐賀県医師会 周知・連携 ・県行政や日本医師会からの文書を会員医療機関へ周知 

・４疾病（脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、がん）の医療連携

体制について、医療連携推進委員会にて、疾病毎に望まれる医

療機能等を検討・整理の上、郡市医師会を通じて全医療機関を

対象にアンケート調査の実施。結果に基づく各医療機能区分

の大枠と医療機関名のリストを平成２０年４月からの佐賀県

保健医療計画の別冊として、県民向けに公表、アンケート結果

を毎年度６月を目途に、郡市医師会を通して再調査・更新を行

っている。年度中途で医療機関より追加・変更等の申し出があ

れば、随時更新している。 

一般社団法人

佐賀県リハビ

リテーション

３団体協議会 

研修 佐賀県リハビリテーション３団体協議会の会員が勤務する病

院・施設等で、多職種連携の下で急性期から回復期、維持期・

生活期へとシームレスなリハビリテーション医療の提供と、

再発予防や重症化予防のための生活習慣の改善や運動療法の

実施などの患者教育や地域医療資源との連携に努めている。

またそれにかかわるリハビリテーション専門職に対し、資質

向上と人材育成のための研修会を定期的に開催している。 

佐賀県消防長

会（佐賀広域消

防局） 

応急手当講習 応急手当講習の中で、心停止の予防についての講義を行って

いる。 

また、一次救命処置(心肺蘇生法と AED の取り扱い)について

の実技も行っている。 

 

資料５

４


